
「汚染米」の食用への転用事件の全容解明と徹底回収、

外米（ミニマムアクセス米）の輸入中止を求める緊急請願署名

【請願の趣旨】

米穀加工販売会社「三笠フーズ」に端を発した、いわゆる「汚染米」の食用への転用事

、 。 、 、件は 食の安全・安心を脅かす許せない事件です その影響は 各地の学校給食や保育園

医療・福祉施設までも巻き込み、弁当やおにぎりとしても広く販売されたといいます。こ

の事件は、もうけのためなら国民の健康もいのちをも顧みない一部の企業の反社会的な行

為が直接の原因ですが、何度も内部告発を受けながら、これを見過ごしてきた政府・農林

水産省の責任も重大です。

この事件の背景に、食の安全に対する政府の無責任さとともに、必要でもない外米を、

「ミニマムアクセス米の輸入は義務だ」と強弁し、輸入し続けてきたことがあります。そ

のため 食品の輸入検査で問題があれば 輸出国に戻すか廃棄処分にすべきところを 非、 、 、「

食用」に切り替えてでも輸入実績を積み上げてきたのです。

しかも、政府は、規制緩和の一環といって国民の主食に関する責任を放棄し、米流通を

原則自由化してきました。このことも、今回の事件を引き起こし、なおかつ全容解明を難

しくしている理由です。

、 、 。 、いま 世界は食料危機に直面しており 米不足と米価高騰が深刻です このようなとき

４割の田んぼで減反を強制してまで外米を輸入することは、世界の食料事情から見ても異

常です。外米＝ミニマムアクセス米の輸入は中止し、減反政策を見直して、世界の食料危

機解決に貢献すべきです。

私たちは、食の安全・安心の確保のため、また、世界の食料危機解決のために、以下の

事項の実現を強く求めます。

【請願事項】

１ 「汚染米」事件の全容解明と、徹底回収を国の責任で行うこと。．

２．需要のない外米（ミニマムアクセス米）の輸入は止めること。

氏 名 住 所

（この署名は、他の目的に使用せず個人情報保護の趣旨にそって管理されます）

２００８年 月 日

衆議院議長殿

参議院議長殿

取り扱い団体／


